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心
しん

理
り

試
し

験
けん

江
え

戸
ど

川
がわ

乱
らん

歩
ぽ

一

蕗
ふき

屋
や

清
せい

一
いち

郎
ろう

が、何
な

故
ぜ

これから記
しる

す様
よう

な恐
おそ

ろしい悪
あく

事
じ

を

思
おもい

立
た

ったか、その動
どう

機
き

については詳
くわ

しいことは分
わか

らぬ。又
また

仮
た と い

令分
わか

ったとしてもこのお 話
はなし

には大
たい

して関
かんけい

係がないのだ。

彼
かれ

がなかば苦
く

学
がく

見
み

たいなことをして、ある大
だいがく

学に通
かよ

ってい

た 所
ところ

を見
み

ると、学
がく

資
し

の必
ひつよう

要に迫
せま

られたのかとも 考
かんが

えられ

る。彼
かれ

は稀
まれ

に見
み

る 秀
しゅう

才
さい

で、而
しか

も非
ひ

常
じょう

な勉
べん

強
きょう

家
か

だったか

ら、学
がく

資
し

を得
え

る為
ため

に、つまらぬ内
ない

職
しょく

に時
とき

を取
と

られて、好
す

き

な読
どくしょ

書や思
し

索
さく

が 十
じゅう

分
ぶん

出
で

来
き

ないのを残
ざんねん

念に思
おも

っていたのは確
たし

かだ。だが、その 位
ぐらい

の理
り

由
ゆう

で、人
にんげん

間はあんな大
だいざい

罪を犯
おか

すも

のだろうか。恐
おそ

らく彼
かれ

は先
せんてんてき

天的の悪
あくにん

人だったのかも知
し

れな

い。そして、学
がく

資
し

ばかりでなく他
ほか

の様
さまざま

々な慾
よくぼう

望を抑
おさ

え兼
か

ね

たのかも知
し

れない。それは兎
と

も角
かく

、彼
かれ

がそれを思
おも

いついて

から、もう半
はんとし

年になる。その 間
あいだ

、彼
かれ

は迷
まよ

いに迷
まよ

い、 考
かんが

え

に 考
かんが

えた揚
あげ

句
く

、結
けっ

局
きょく

やッつけることに決
けっ

心
しん

したのだ。

ある時
とき

、彼
かれ

はふとしたことから、同
どう

級
きゅう

生
せい

の斉
さい

藤
とう

勇
いさむ

と親
した

心理測試

江戶川亂步

一

蕗屋清一郎緣何會想到去做本故事將要講述的，如此膽

大包天之事，其動機不甚了了。不過，即便知道動機，亦與

本故事無太大關礙。他就讀於某所大學，時不時靠勤工儉學

賺取學費。由此看來，能想像是因手頭拮据，為學費所困之

故。他是個不可多得的秀才，且勤奮好學，為積攢學費，疲

累於瑣碎零工，耗時頗多，少有時間埋頭於喜讀之書，亦無

暇勤以思考。然而，僅僅因為這個緣由，人難道會犯下這般

重罪？或許，他生來便是個惡徒也未可知。不僅僅因為學費，

還兼而遏制着其他各式各樣的慾念。總而言之，心懷此番念

頭，已有半年之久。在此期間，他思來想去，百般思量，最終

下定決心，要將計劃付諸行動。

有次，因某件偶然之事，他與同年級的齋藤勇之間的關
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しくなった。それが事
こと

の起
おこ

りだった。初
はじ

めは無
む

論
ろん

何
なん

の成
せいしん

心

があった訳
わけ

ではなかった。併
しか

し 中
ちゅう

途
と

から、彼
かれ

はあるおぼろ

げな目
もくてき

的を抱
いだ

いて斎
さいとう

藤に接
せっきん

近して行
い

った。そして、接
せっ

近
きん

し

て行
い

くに 随
したが

って、そのおぼろげな目
もく

的
てき

が段
だん

々
だん

はっきりして

来
き

た。

斎
さいとう

藤は、一
いちねん

年ばかり前
まえ

から、山
やま

の手
て

のある淋
さび

しい屋
や

敷
しき

町
まち

の 素
しろう

人
と

屋
や

に部
へ

屋
や

を借
か

りていた。その家
いえ

の主
ぬし

は、官
かん

吏
り

の未
み

亡
ぼう

人
じん

で、といっても、もう六
ろく

十
じゅう

に近
ちか

い老
ろう

婆
ば

だったが、亡
ぼう

夫
ふ

の遺
のこ

して行
い

った数
すうけん

軒の 借
しゃく

家
や

から上
あが

る利
り

益
えき

で、 十
じゅう

分
ぶん

生
せい

活
かつ

が出
で き

来るにも 拘
かかわ

らず、子
こ

供
ども

を恵
めぐ

まれなかった彼
かの

女
じょ

は、「た

だもうお金
かね

がたよりだ」といって、確
かくじつ

実な知
しり

合
あ

いに小
こ

金
がね

を

貸
か

したりして、少
すこ

しずつ貯
ちょ

金
きん

を殖
ふや

して行
い

くのを此
この

上
うえ

もない

楽
たの

しみにしていた。斎
さいとう

藤に部
へ

屋
や

を貸
か

したのも、一
ひと

つは 女
おんな

ばかりの暮
くら

しでは不
ぶ

用
よう

心
じん

だからという理
り

由
ゆう

もあっただろう

が、一
いっぽう

方では部
へ

屋
や

代
だい

丈
だ

けでも、毎
まいつき

月の貯
ちょ

金
きん

額
がく

が殖
ふ

えること

を 勘
かんじょう

定 に入
い

れていたに相
そう

違
い

ない。そして彼
かのじょ

女は、今
いまどきあま

時余

り聞
き

かぬ 話
はなし

だけれども、守
しゅ

銭
せん

奴
ど

の心
しん

理
り

は、古
こ

今
こん

東
とう

西
ざい

を通
つう

じて同
おな

じものと見
み

える、 表
ひょう

面
めん

的
てき

な銀
ぎん

行
こう

預
よ

金
きん

の外
ほか

に、莫
ばくだい

大

な現
げんきん

金を自
じ

宅
たく

のある秘
ひ

密
みつ

な場
ば

所
しょ

へ隠
かく

しているという 噂
うわさ

だった。

蕗
ふき

屋
や

はこの金
かね

に誘
ゆうわく

惑を感
かん

じたのだ。あのおいぼれが、そ

んな大
たいきん

金を持
も

っているということに何
なん

の価
か

値
ち

がある。それ

を俺
おれ

の様
よう

な未
み

来
らい

のある青
せいねん

年の学
がく

資
し

に使
し

用
よう

するのは、極
きわ

めて

合
ごう

理
り

的
てき

なことではないか。簡
かんたん

単に云
い

えば、これが彼
かれ

の理
り

論
ろん

係變得親近起來。這成了事情的起因。一開始當然不存有任

何企圖，然而漸漸地，他抱着某種模模糊糊的目的開始接近

齋藤。同時，隨着兩人關係的不斷加深，曾經相當模糊的目

的亦逐步變得清晰起來。

就在一年前，齋藤在城中高地 1某個冷清的街鎮中，向普

通人家 2租了間房。這家主人是位寡居的官太太，說是這麼

說，其實是個已年近六旬的老婦。靠出租亡夫留下的幾棟房

子，過着充裕的生活。即便如此，膝下無子，孑然一身的她

常言道「唯有錢才最可靠」，因此，有時也會弄點小錢放貸給

可信賴的友人。眼看着存款一點一點增加上去，這漸漸成了

老婦最大的生活樂趣。之所以將房間出租給齋藤，一方面老

太太是想到唯有女性的生活環境頗不安全。另一方面，即便

房租只有那麼一丁點兒，老太太無疑是考慮到每月又能讓存

款有所增長之故。無論古今中外，財迷的心理均相差無幾。

如今倒是很少聽到這種事了，除去表面上的銀行存款，據傳，

老太太還有筆巨款藏匿在自家隱秘的地方。

這筆錢，對蕗屋產生了誘惑。老傢伙藏着那麼一大筆錢，

1　山の手：指城區中地勢較高之處。

2　素人屋：非專業民宿。僅將房間出租的普通人家。
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だった。そこで彼
かれ

は、斎
さいとう

藤を通
つう

じて出
で

来
き

る丈
だ

け老
ろう

婆
ば

につい

ての智
ち

識
しき

を得
え

ようとした。その大
たいきん

金の秘
ひ

密
みつ

な隠
かく

し場
ば

所
しょ

を探
さぐ

ろうとした。併
しか

し彼
かれ

は、ある時
とき

斎
さい

藤
とう

が、偶
ぐうぜん

然その隠
かく

し場
ば

所
しょ

を発
はっけん

見したということを聞
き

くまでは、別
べつ

に確
かくていてき

定的な 考
かんが

えを

持
も

っていた訳
わけ

でもなかった。

「君
きみ

、あの婆
ばあ

さんにしては感
かんしん

心な思
おも

いつきだよ、大
たいてい

抵、縁
えん

の下
した

とか、天
てん

井
じょう

裏
うら

とか、金
かね

の隠
かく

し場
ば

所
しょ

なんて極
きま

っているも

のだが、婆
ばあ

さんのは一
ちょっと

寸意
い

外
がい

な 所
ところ

なのだよ。あの奥
おく

座
ざ

敷
しき

の

床
とこ

の間
ま

に、大
おお

きな紅
も み じ

葉の植
うえ

木
き

鉢
ばち

が置
お

いてあるだろう。あの

植
うえ

木
き

鉢
ばち

の底
そこ

なんだよ。その隠
かく

し場
ば

所
しょ

がさ。どんな泥
どろぼう

坊だっ

て、まさか植
うえ

木
き

鉢
ばち

に金
かね

が隠
かく

してあろうとは気
き

づくまいから

ね。婆
ばあ

さんは、まあ云
い

って見
み

れば、守
しゅ

銭
せん

奴
ど

の天
てん

才
さい

なんだね」

その時
とき

、斎
さい

藤
とう

はこう云
い

って面
おも

白
しろ

そうに笑
わら

った。

それ以
い

来
らい

、蕗
ふき

屋
や

の 考
かんが

えは少
すこ

しずつ具
ぐ

体
たい

的
てき

になって行
い

っ

た。老
ろう

婆
ば

の金
かね

を自
じ

分
ぶん

の学
がく

資
し

に振
ふり

替
か

える径
けい

路
ろ

の一
ひと

つ一
ひと

つにつ

いて、あらゆる可
か

能
のう

性
せい

を勘
かん

定
じょう

に入
い

れた上
うえ

、 最
もっと

も安
あんぜん

全な

方
ほうほう

法を 考
かんが

え出
だ

そうとした。それは予
よ

想
そう

以
い

上
じょう

に困
こんなん

難な仕
し

事
ごと

だった。これに比
くら

べれば、どんな複
ふくざつ

雑な数
すうがく

学の問
もんだい

題だって、

なんでもなかった。彼
かれ

は先
さき

にも云
い

った様
よう

に、その考
こう

を纏
まと

め

る丈
だ

けの為
ため

に半
はんとし

年を 費
ついや

したのだ。

難
なんてん

点は、云
い

うまでもなく、如
い

何
か

にして刑
けいばつ

罰を 免
まぬか

れるかと

いうことにあった。倫
りん

理
り

上
じょう

の 障
しょう

礙
がい

、 即
すなわ

ち 良
りょう

心
しん

の呵
か

責
しゃく

と

いう様
よう

なことは、彼
かれ

にはさして問
もんだい

題ではなかった。彼
かれ

はナ

又有何價值呢。若是能用在我這種前途無量的年輕人的學費

上，這才既合情又合理。簡單說來，這便是他的論調。於是，

他通過齋藤盡可能地探聽老婦的情形，想要打探出那筆錢的

藏匿之處。有次，齋藤很偶然地發現了藏錢的地方。而在蕗

屋從齋藤那裡探聽到這條消息之前，他其實還未曾有切切實

實的計劃。

「哎，老太婆能想到這主意倒挺令人佩服的。一般來說，

要麼外廊底下，要麼房頂夾層，藏錢之處不外乎這些，可老

太婆藏的地方卻着實意外。裡間客廳的壁龕上不是擺着個挺

大的紅葉盆栽嘛。藏錢之處就在那花盆的底部。無論甚麼樣

的竊賊，絕對不會意識到盆栽裡竟然藏着錢。如此說來，老

太婆還真是守財奴裡的天才吶。」

那時，齋藤饒有興味地笑着那麼說道。

由此，蕗屋的計劃逐步開始具體化起來。如何將老婦

的錢一步步轉變為自己的學費，他設想了所有可能發生的

事情，試圖尋找出最無懈可擊的方法。這可比想像中要難得

多。與此相比，無論多複雜的數學題都變得輕描淡寫。因此，

正如之前所述，僅僅為了制訂整個計劃，蕗屋就耗費了半年

之久。

那麼究竟難於何處呢，不用說自然是如何逃避刑罰這個

問題。對蕗屋來說，道德上的阻礙，即所謂良心的苛責，並

不構成甚麼大問題。他認為類似於拿破崙那種大規模的屠戮
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ポレオンの大
おお

掛
がかり

りな殺
さつじん

人を罪
ざいあく

悪とは 考
かんが

えないで、寧
むし

ろ讃
さん

美
び

すると同
おな

じ様
よう

に、才
さいのう

能のある青
せいねん

年が、その才
さいのう

能を育
そだ

てる

為
ため

に、棺
かんおけ

桶に片
かたあし

足をふみ込
こ

んだおいぼれを犠
ぎ

牲
せい

に 供
きょう

するこ

とを、当
とうぜん

然だと思
おも

った。

老
ろう

婆
ば

は滅
めっ

多
た

に外
がい

出
しゅつ

しなかった。 終
しゅう

日
じつ

黙
もく

々
もく

として奥
おく

の座
ざ

敷
しき

に丸
まる

くなっていた。たまに外
がい

出
しゅつ

することがあっても、留
る

守
す

中
ちゅう

は、田
い な か

舎者
もの

の女
じょ

中
ちゅう

が彼
かのじょ

女の命
めい

を受
う

けて 正
しょう

直
じき

に見
み

張
はり

番
ばん

を勤
つと

めた。蕗
ふき

屋
や

のあらゆる苦
く

心
しん

にも 拘
かかわ

らず、老
ろう

婆
ば

の用
ようじん

心に

は少
すこ

しの隙
すき

もなかった。老
ろう

婆
ば

と斎
さいとう

藤のいない時
とき

を見
み

はからっ

て、この女
じょ

中
ちゅう

を騙
だま

して 使
つかい

に出
だ

すか何
なに

かして、その隙
すき

に例
れい

の金
かね

を植
うえ

木
き

鉢
ばち

から盗
ぬす

み出
だ

したら、蕗
ふき

屋
や

は最
さいしょ

初そんな風
ふう

に 考
かんが

えて見
み

た。併
しか

しそれは 甚
はなは

だ無
む

分
ふん

別
べつ

な 考
かんが

えだった。仮
た と い

令少
すこ

しの 間
あいだ

でも、あの家
いえ

にただ一
ひ と り

人でいたことが分
わか

っては、も

うそれ丈
だ

けで 十
じゅう

分
ぶん

嫌
けん

疑
ぎ

をかけられるではないか。彼
かれ

はこの

種
しゅ

の様
さまざま

々な愚
おろ

かな方
ほうほう

法を、 考
かんが

えては打
うち

消
け

し、 考
かんが

えては打
うち

消
け

すのに、たっぷり一
いっ

ヶ
か

月
げつ

を 費
ついや

した。それは例
たと

えば、斎
さいとう

藤

か女
じょちゅう

中か又
また

は普
ふ

通
つう

の泥
どろぼう

坊が盗
ぬす

んだと見
み

せかけるトリックだ

とか、女
じょ

中
ちゅう

一
ひ と り

人の時
とき

に少
すこ

しも音
おと

を立
た

てないで 忍
しのび

込
こ

んで、

彼
かのじょ

女の目
め

にふれない様
よう

に盗
ぬす

み出
だ

す方
ほうほう

法だとか、夜
よ

中
なか

、老
ろう

婆
ば

の眠
ねむ

っている 間
あいだ

に仕
し

事
ごと

をする方
ほうほう

法だとか、其
その

他
ほか

考
かんが

え得
う

る

あらゆる場
ば

合
あい

を、彼
かれ

は 考
かんが

えた。併
しか

し、どれにもこれにも、

発
はっかく

覚の可
か

能
のう

性
せい

が多
た

分
ぶん

に含
ふく

まれていた。

どうしても老
ろう

婆
ば

をやっつける外
ほか

はない。彼
かれ

は遂
つい

にこの

恐
おそ

ろしい結
けつろん

論に達
たっ

した。老
ろう

婆
ば

の金
かね

がどれ程
ほど

あるかよく分
わか

ら

並不構成罪孽，甚至還值得禮讚。與此相同，一個有才幹的

年輕人，為培養這種才幹，犧牲個把早已一隻腳踩到棺材裡

去的老傢伙，完全是理所當然的事情。

老婦幾乎不外出。整日默然地窩在裡間。偶爾外出時，

鄉下女傭受其命盡心盡力擔起看家之責。蕗屋費盡心機，

一點兒都找不出老婦的任何漏洞。瞅準她和齋藤不在之機，

誘騙女傭出門辦點事兒甚麼的，趁此機會將錢財從花盆中盜

走。蕗屋一開始曾經如此考慮過。然而，這卻是個相當輕率

的主意。即便是很短的時間，若被發覺當時只有他一人在老

婦宅中的話，不就有充分的理由被懷疑嗎？類似這般蠢笨的

念頭，冒出來後又被否定掉，冒出來後又被否定掉，足足耗

費了一個月的時間。又比如，耍個甚麼手段，假裝成錢是被

齋藤，或是女傭，又或者一般竊賊偷走的。比如當女傭一人

在家時，屏聲靜氣，趁其不備，將錢財偷盜出來。又或者深

更半夜，趁老太婆睡熟之際幹這勾當。其他能想到的辦法，

他都想遍了。然而，無論哪種辦法均很有可能被識破。

除了把老太婆弄死之外別無他法，他最終得出了這個結

論。雖不清楚其錢財到底有多少，但綜合各方面的情形來看，
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ぬけれど、色
いろいろ

々の点
てん

から 考
かんが

えて、殺
さつじん

人の危
き

険
けん

を犯
おか

してま

で 執
しゅう

着
ちゃく

する程
ほどたい

大した金
きんがく

額だとは思
おも

われぬ。たかの知
し

れた

金
かね

の為
ため

に何
なん

の罪
つみ

もない一
ひ と り

人の人
にんげん

間を殺
ころ

して了
しま

うというの

は、余
あま

りに残
ざん

酷
こく

過
す

ぎはしないか。併
しか

し、仮
た と い

令それが世
せ

間
けん

の

標
ひょうじゅん

準 から見
み

ては大
たい

した金
きんがく

額でなくとも、貧
びんぼう

乏な蕗
ふき

屋
や

には

十
じゅう

分
ぶん

満
まん

足
ぞく

出
で

来
き

るのだ。のみならず、彼
かれ

の考
こう

によれば、問
もんだい

題

は金
きんがく

額の多
た

少
しょう

ではなくて、ただ犯
はんざい

罪の発
はっ

覚
かく

を絶
ぜっ

対
たい

に不
ふ

可
か

能
のう

ならしめることだった。その為
ため

には、どんな大
おお

きな犠
ぎ

牲
せい

を

払
はら

っても、少
すこ

しも差
さし

支
つかえ

ないのだ。

殺
さつじん

人は、一
いっけん

見、単
たん

なる窃
せっとう

盗よりは幾
いく

層
そう

倍
ばい

も危
き

険
けん

な仕
し

事
ごと

の様
よう

に見
み

える。だが、それは一
いっしゅ

種の錯
さっかく

覚に過
す

ぎないのだ。

成
なるほど

程、発
はっ

覚
かく

することを予
よ

想
そう

してやる仕
し

事
ごと

なれば殺
さつじん

人はあら

ゆる犯
はんざい

罪の中
なか

で 最
もっと

も危
き

険
けん

に相
そう

違
い

ない。併
しか

し、若
も

し犯
はんざい

罪の

軽
けいちょう

重 よりも、発
はっ

覚
かく

の難
なん

易
い

を目
め

安
やす

にして 考
かんが

えたならば、場
ば

合
あい

によっては（例
たと

えば蕗
ふき

屋
や

の場
ば

合
あい

の如
ごと

きは）寧
むし

ろ窃
せっとう

盗の方
ほう

が

危
あやう

い仕
し

事
ごと

なのだ。これに反
はん

して、悪
あく

事
じ

の発
はっけんしゃ

見者をバラして

了
しま

う方
ほうほう

法は、残
ざんこく

酷な代
かわ

りに心
しんぱい

配がない。 昔
むかし

から、偉
えら

い悪
あくにん

人

は、平
へい

気
き

でズバリズバリと人
ひとごろ

殺しをやっている。彼
かれ

等
ら

が

却
なか

々
なか

つかまらぬのは、却
かえ

ってこの大
だいたん

胆な殺
さつじん

人のお蔭
かげ

なので

はなかろうか。

では、老
ろう

婆
ば

をやっつけるとして、それには果
はた

して危
き

険
けん

が

ないか。この問
もんだい

題にぶッつかってから、蕗
ふき

屋
や

は数
すう

ヶ
か

月
げつ

の 間
あいだ

考
かんが

え通
とお

した。その長
なが

い 間
あいだ

に、彼
かれ

がどんな風
ふう

に 考
かんがえ

を育
そだ

て

て行
い

ったか。それは物
もの

語
がたり

が進
すす

むに 随
したが

って、読
どくしゃ

者に分
わか

るこ

應該還未巨大到要冒險殺人的數額。況且，就為了這點有限

的錢財，去加害一個無辜之人，是否太過殘忍了呢。以社會

上的標準來看，這點數額或許不足掛齒，然而對於窮困潦倒

的蕗屋來說，卻足以令其滿意了。不僅如此，他考慮問題的

重點並不在於數額多少，而是如何讓犯罪不被覺察。為此，

無論要付出多大犧牲，他都在所不惜。

謀殺，看起來比單純的盜竊要危險好幾倍。然而，這其

實不過是種錯覺而已。當然，若是罪行終將敗露，那麼謀殺

無疑是所有犯罪中最危險的。不過，若不論罪行的輕重，而

以是否容易被發現為判斷標準來看的話，根據情況（比如蕗

屋的情形），不如說盜竊來得更為危險。反觀而言，索性把現

場的目擊證人除掉，雖殘酷但不會留下後遺症。從古至今，

大奸大惡之徒們，冷靜沉着，利落乾淨地屠戮，之所以難以

被懲處，難道不正是因為他們膽大包天嗎？

那麼，要除掉老太婆，到底危不危險呢？從開始有這個

念頭，蕗屋耗費了數月時間來考慮這問題。如此長的時期，

他到底是怎麼計劃的呢。隨着故事展開，讀者就會明白，這

裡先省略不談。不管怎樣，他的計劃一般人絕對無法想像，
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とだから、ここに省
はぶ

くが、兎
と

も角
かく

、彼
かれ

は、到
とう

底
てい

普
ふ

通
つう

人
じん

の 考
かんが

え及
およ

ぶことも出
で

来
き

ない程
ほど

、微
び

に入
い

り細
さい

を穿
うが

った分
ぶん

析
せき

並
ならび

に

綜
そうごう

合の結
けっ

果
か

、塵
ちり

一
ひと

筋
すじ

の手
て

抜
ぬ

かりもない、絶
ぜっ

対
たい

に安
あん

全
ぜん

な方
ほう

法
ほう

を 考
かんが

え出
だ

したのだ。

今
いま

はただ、時
じ

機
き

の来
く

るのを待
ま

つばかりだった。が、それ

は案
あんがいはや

外早く来
き

た。ある日
ひ

、斎
さいとう

藤は学
がっ

校
こう

関
かん

係
けい

のことで、女
じょ

中
ちゅう

は 使
つかい

に出
だ

されて、二
ふ た り

人共
とも

夕
ゆうがた

方まで決
けっ

して帰
き

宅
たく

しないことが

確
たしか

められた。それは 丁
ちょう

度
ど

蕗
ふき

屋
や

が最
さい

後
ご

の 準
じゅん

備
び

行
こう

為
い

を終
おわ

った

日
ひ

から二
ふ つ か

日目
め

だった。その最
さい

後
ご

の 準
じゅん

備
び

行
こう

為
い

というのは（こ

れ丈
だ

けは前
まえもっ

以て說
せつめい

明して置
お

く必
ひつよう

要がある）嘗
かつ

て斎
さいとう

藤に例
れい

の

隠
かく

し場
ば

所
しょ

を聞
き

いてから、もう半
はんとし

年も経
けい

過
か

した今
き ょ う

日、それが

まだ当
とう

時
じ

のままであるかどうかを 確
たしか

める為
ため

の或
あ

る行
こう

為
い

だっ

た。彼
かれ

はその日
ひ

（ 即
すなわ

ち老
ろう

婆
ば

殺
ごろ

しの二
ふ つ か

日前
まえ

）斎
さいとう

藤を訪
たず

ねた 序
ついで

に、初
はじ

めて老
ろう

婆
ば

の部
へ

屋
や

である奥
おく

座
ざ

敷
しき

に入
はい

って、彼
かのじょ

女と色
いろ

々
いろ

世
せ

間
けん

話
ばなし

を取
とりかわ

交した。彼
かれ

はその世
せ

間
けん

話
ばなし

を徐
じょじょ

々に一
ひと

つの方
ほうこう

向

へ落
おと

して行
い

った。そして、屡
しば

々
しば

老
ろう

婆
ば

の財
ざい

産
さん

のこと、それを

彼
かの

女
じょ

がどこかへ隠
かく

しているという 噂
うわさ

のあることなぞ口
くち

にし

た。彼
かれ

は「隠
かく

す」という言
こと

葉
ば

の出
で

る毎
ごと

に、それとなく老
ろう

婆
ば

の

眼
め

を 注
ちゅう

意
い

した。すると、彼
かのじょ

女の眼
め

は、彼
かれ

の予
よ き

期した通
とお

り、

その都
つ

度
ど

、床
とこ

の間
ま

の植
うえ

木
き

鉢
ばち

（もうその時
とき

は紅
も み じ

葉ではなく、松
まつ

に植
う

えかえてあったけれど）にそっと注
そそ

がれるのだ。蕗
ふき

屋
や

は

それを数
すう

回
かい

繰
くり

返
かえ

して、最
も

早
はや

や少
すこ

しも 疑
うたが

う余
よ

地
ち

のないことを

確
たしか

めることが出
で

来
き

た。

通過細緻入微地分析，再綜合出結論，他整理出了百密而無

一疏，絕對穩妥周全的計劃。

現在，只需等待時機的來臨。這不，機會比預想的來得

要早。某日，齋藤因學校有事，女傭則被差遣外出，蕗屋獲

悉兩人不到傍晚肯定不會回到宅中。這正巧是蕗屋做好最後

準備的兩天之後。所謂最後準備是這麼回事情（需要在此做

下說明）。從齋藤那兒探聽到錢財的藏匿之所，業已過去了半

年。為了確證藏匿之所未出現變化，蕗屋做了這麼件事兒。

那天（即謀殺老婦的兩天前）他去探訪齋藤之際，第一次進到

老婦住的裡間，與她東拉西扯地閒聊了一陣。蕗屋刻意將閒

聊的話題引向一個方向。同時，屢次提及老婦的財產，告訴

她聽人說起過藏匿財產的事情。每次說到「藏匿」這個詞的時

候，蕗屋暗中觀察着老婦的眼神。與其預想的相同，老婦的

目光果然每次都悄然落到客廳的花盆上（那時栽種的已非紅

葉，改換成了松樹）。蕗屋反覆試探了多次後，確定已無須再

做任何懷疑了。
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二

さて、愈
いよ

々
いよ

当
とう

日
じつ

である。彼
かれ

は大
だい

学
がく

の正
せい

服
ふく

正
せい

帽
ぼう

の上
うえ

に学
がく

生
せい

マントを 着
ちゃく

用
よう

し、ありふれた手
て

袋
ぶくろ

をはめて目
もく

的
てき

の場
ば

所
しょ

に

向
むか

った。彼
かれ

は 考
かんが

えに 考
かんが

えた上
うえ

、結
けっ

局
きょく

変
へん

装
そう

しないことに極
き

めたのだ。若
も

し変
へん

装
そう

をするとすれば、材
ざい

料
りょう

の買
かい

入
い

れ、着
き

換
が

えの場
ば

所
しょ

、其
その

他
ほか

様
さま

々
ざま

の点
てん

で、犯
はん

罪
ざい

発
はっ

覚
かく

の手
て

掛
がか

りを残
のこ

すこと

になる。それはただ物
ものごと

事を複
ふくざつ

雑にするばかりで、少
すこ

しも効
こう

果
か

がないのだ。犯
はんざい

罪の方
ほうほう

法は、発
はっかく

覚の 虞
おそれ

のない範
はん

囲
い

に於
お

て

は、出
で

来
き

る限
かぎ

り単
たん

純
じゅん

に且
か

つあからさまにすべきだと云
い

うの

が、彼
かれ

の一
いっ

種
しゅ

の哲
てつ

学
がく

だった。要
よう

は、目
もく

的
てき

の家
いえ

に入
はい

る 所
ところ

を見
み

られさえしなければいいのだ。仮
た と い

令その家
いえ

の前
まえ

を通
とお

ったこ

とが分
わか

っても、それは少
すこ

しも差
さし

支
つかえ

ない。彼
かれ

はよく其
その

辺
へん

を散
さん

歩
ぽ

することがあるのだから、当
とう

日
じつ

も散
さん

歩
ぽ

をしたばかりだと

云
い

い抜
ぬ

けることが出
で

来
き

る。と同
どう

時
じ

に一
いっ

方
ぽう

に於
お

いて、彼
かれ

が目
もく

的
てき

の家
いえ

に行
い

く途
と

中
ちゅう

で、知
しり

合
あ

いの人
ひと

に見
み

られた場
ば

合
あい

（これは

どうしても勘
かん

定
じょう

に入
い

れて置
お

かねばならぬ）妙
みょう

な変
へん

装
そう

をして

いる方
ほう

がいいか、ふだんの通
とお

り正
せい

服
ふく

正
せい

帽
ぼう

でいる方
ほう

がいいか、

考
かんが

えて見
み

るまでもないことだ。犯
はんざい

罪の時
じ

間
かん

についても待
ま

ち

さえすれば都
つ

合
ごう

よい夜
よる

が — 斎
さい

藤
とう

も女
じょ

中
ちゅう

も不
ふ

在
ざい

の夜
よる

がある

ことは分
わか

っているのに、何
な

故
ぜ

彼
かれ

は危
き

険
けん

な昼
ひる

間
ま

を選
えら

んだか。

これも服
ふく

装
そう

の場
ば

合
あい

と同
おな

じく、犯
はん

罪
ざい

から不
ふ

必
ひつ

要
よう

な秘
ひ

密
みつ

性
せい

を除
のぞ

く為
ため

だった。

併
しか

し目
もく

的
てき

の家
いえ

の前
まえ

に立
た

った時
とき

だけは、流
さ す が

石の彼
かれ

も、普
ふ

通
つう

二

終於，到了當天。蕗屋穿戴好大學正式的制服制帽，又

在外面罩了件學生披風，戴好常見的手套，朝着目的地走去。

他權衡多次，決定還是不裝扮成其他模樣。若是要裝扮，需

購買材料，還得考慮換裝的地方，加上其他各種各樣的因素，

會留下蛛絲馬跡致使罪行敗露。這只會讓事情變得複雜化，

卻無任何效果。從犯罪手法來說，在不必擔心被識破的前提

之下，手法應盡量簡潔明快且直截了當。這是蕗屋的一種哲

學。關鍵是，只要在進入宅子時不被撞見就萬事大吉了。即

便曾經在那幢宅子前經過，也完全不必在意。他經常會在那

附近散步，當天也只需說剛剛散完步，即可逃脫嫌疑。同時，

也會出現另一種可能。即在去宅子的途中，可能被熟人撞見

（這種情況必須考慮到）。是裝扮成奇奇怪怪的形象好，還是

跟平日一樣，穿戴正式的制服制帽更好，很顯然這問題不言

自明。就犯罪時間來說，只需耐心等待，應該可以選擇條件

更好的晚間，而蕗屋明明知道齋藤和女傭當晚均不在宅中，

為何他還會選擇風險較大的白晝下手呢？這也與到底穿戴何

種服裝的情由相同，是為了消除犯罪中所不必要的秘密性。

然而當蕗屋一旦站立在那所宅子前面的時候，即便是謀
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の泥
どろ

棒
ぼう

の通
とお

りに、いや恐
おそ

らく彼
かれ

等
ら

以
い

上
じょう

に、ビクビクして前
ぜん

後
ご

左
さ

右
ゆう

を見
み

廻
まわ

した。老
ろう

婆
ば

の家
いえ

は、 両
りょう

隣
どなり

とは生
いけ

垣
がき

で 境
きょう

した

一
いっ

軒
けん

建
だ

ちで、 向
むこう

側
がわ

には、ある富
ふ

豪
ごう

の邸
てい

宅
たく

の高
たか

いコンクリー

ト塀
べい

が、ずっと一
いっ

町
ちょう

も続
つづ

いていた。淋
さび

しい屋
や

敷
しき

町
まち

だから、

昼
ひる

間
ま

でも時
ときどき

々はまるで人
ひとどお

通りのないことがある。蕗
ふき

屋
や

がそ

こへ辿
たど

りついた時
とき

も、いい鹽
あん

梅
ばい

に、通
とお

りには犬
いぬ

の子
こ

一
いっ

匹
ぴき

見
み

当
あた

らなかった。彼
かれ

は、普
ふ

通
つう

に開
ひら

けば馬
ば

鹿
か

にひどい金
きん

属
ぞく

性
せい

の

音
おと

のする格
こう

子
し

戸
ど

を、ソロリソロリと少
すこ

しも音
おと

を立
た

てない様
よう

に開
かいへい

閉した。そして、玄
げんかん

関の土
ど

間
ま

から、極
ご

く低
ひく

い声
こえ

で（これ

らは隣
りん

家
か

への用
ようじん

心だ）案
あん

内
ない

を乞
こ

うた。老
ろう

婆
ば

が出
で

て来
く

ると、彼
かれ

は、斎
さい

藤
とう

のことについて少
すこ

し内
ない

密
みつ

に話
はな

し度
た

いことがあると

いう口
こう

実
じつ

で、奥
おく

の間
ま

に通
とお

った。

座
ざ

が定
さだ

まると間
ま

もなく、「あいにく 女
じょちゅう

中 が居
お

りませんの

で」と 断
ことわ

りながら、老
ろう

婆
ば

はお茶
ちゃ

を汲
く

みに立
た

った。蕗
ふき

屋
や

はそ

れを、今
いま

か今
いま

かと待
まちかま

構えていたのだ。彼
かれ

は、老
ろう

婆
ば

が 襖
ふすま

を開
あ

ける為
ため

に少
すこ

し身
み

を屈
かが

めた時
とき

、やにわに 後
うしろ

から抱
だ

きついて、

両
りょう

腕
うで

を使
つか

って（手
て

袋
ぶくろ

ははめていたけれども、なるべく指
ゆび

の

痕
あと

はつけまいとしてだ）力
ちから

まかせに首
くび

を絞
し

めた。老
ろう

婆
ば

は咽
のど

の 所
ところ

でグッという様
よう

な音
おと

を出
だ

したばかりで、大
たい

して藻
も

掻
が

き

もしなかった。ただ、苦
くる

しまぎれに空
くう

を掴
つか

んだ指
ゆびさき

先が、そ

こに立
た

ててあった 屏
びょう

風
ぶ

に触
ふ

れて、少
すこ

しばかり傷
きず

を 拵
こしら

えた。

それは二
に

枚
まい

折
おり

の時
じ

代
だい

のついた金
きん

屏
びょう

風
ぶ

で、極
ごく

彩
さい

色
しき

の六
ろっ

歌
か

仙
せん

が

描
えが

かれていたが、その 丁
ちょう

度
ど

小
お

野
の

の小
こ

町
まち

の顔
かお

の 所
ところ

が、無
む

惨
ざん

にも 一
ちょっ

寸
と

許
ばか

り破
やぶ

れたのだ。

無遺策的他，卻也跟個小毛賊般，不，甚至於比小毛賊更慌

張，戰戰兢兢，前後左右四面張望了一番。老婦的宅子獨棟

而建，矮灌木修成樹籬與兩邊的鄰居分開。對面是某個富豪

的宅邸，高高的水泥牆持續了百餘米 1。僻靜的住宅區中，即

使是白晝，有時也似杳無人跡。蕗屋輾轉到那裡時，機緣巧

合，路上連小狗都不見一條。若是就像平常這麼打開，格子

門定會發出尖利刺耳的金屬聲。蕗屋輕手輕腳，悄無聲息地

將格子門打開又關上。然後在宅門入口壓低了嗓音（為了不

讓聲音傳到鄰居那裡），招呼老婦。待其出來後，他編了個藉

口，說要告知一些關於齋藤的隱秘之事，於是，蕗屋被領進

了裡間。

剛坐定沒多久，老婦邊解釋「女傭不巧正好不在」，邊站

起身去倒茶。蕗屋心急火燎，等的就是這當口。趁其拉開隔

間紙門，微微屈身彎腰之際，陡然從背後抱住老婦，兩手使

出渾身氣力掐住她的脖頸（為不留下指紋，還戴着手套）。只

聽老婦咽喉處發出咕的聲響，並未如何掙扎。不過，因痛苦

而虛抓的手指劃到了近旁立着的屏風，留下了少許刮痕。這

是一扇對摺的，有點年頭的金色屏風，描畫着色彩斑斕的六

歌仙 2。就在小野小町的臉部，慘然留下了一道刮痕。

1　一町：日本傳統長度單位，相當於 109米。
2　日本古代詩集《古今和歌集》的序言中記載的六位詩人。即僧正遍昭、在

原業平、文屋康秀、喜撰法師、小野小町、大伴黑主這六人。
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老
ろう

婆
ば

の息
いき

が絶
た

えたのを見
み

定
さだ

めると、彼
かれ

は死
し

骸
がい

をそこへ横
よこ

にして、一
ちょっと

寸気
き

になる様
よう

子
す

で、その 屏
びょう

風
ぶ

の破
やぶ

れを眺
なが

めた。

併
しか

しよく 考
かんが

えて見
み

れば、少
すこ

しも心
しん

配
ぱい

することはない。こん

なものが何
なん

の 証
しょう

拠
こ

になる筈
はず

もないのだ。そこで、彼
かれ

は目
もく

的
てき

の床
とこ

の間
ま

へ行
い

って、例
れい

の松
まつ

の木
き

の根
ね

元
もと

を持
も

って、土
つち

もろと

もスッポリと植
うえ

木
き

鉢
ばち

から引
ひき

抜
ぬ

いた。予
よ

期
き

した通
とお

り、その底
そこ

には 油
あぶら

紙
がみ

で包
つつ

んだものが入
い

れてあった。彼
かれ

は落
お

ちつきは

らって、その包
つつ

みを解
と

いて、右
みぎ

のポケットから一
ひと

つの 新
あたら

し

い大
おお

型
がた

の財
さい

布
ふ

を取
とり

出
だ

し、紙
し

幣
へい

を半
はんぶん

分ばかり（ 十
じゅう

分
ぶん

五
ご

千
せん

円
えん

は

あった）その中
なか

に入
い

れると、財
さい

布
ふ

を元
もと

のポケットに納
おさ

め、

残
のこ

った紙
し

幣
へい

は 油
あぶら

紙
がみ

に包
つつ

んで前
まえ

の通
とお

りに植
うえ

木
き

鉢
ばち

の底
そこ

へ隠
かく

し

た。無
む

論
ろん

、これは金
かね

を盗
ぬす

んだという 証
しょう

跡
せき

を晦
くら

ます為
ため

だ。老
ろう

婆
ば

の貯
ちょきん

金の高
たか

は、老
ろう

婆
ば

自
じ

身
しん

が知
し

っていたばかりだから、そ

れが半
はん

分
ぶん

になったとて、誰
だれ

も 疑
うたが

う筈
はず

はないのだ。

それから、彼
かれ

はそこにあった座
ざ

蒲
ぶ

団
とん

を丸
まる

めて老
ろう

婆
ば

の胸
むね

に

あてがい（これは血
ち

潮
しお

の飛
と

ばぬ用
よう

心
じん

だ）左
ひだり

のポケットから

一
いっ

挺
ちょう

のジャックナイフを取
とり

出
だ

して歯
は

を開
ひら

くと、心
しん

臓
ぞう

をめが

けてグサッと突
つき

差
さ

し、グイと一
ひと

つ抉
えぐ

って置
お

いて引
ひき

抜
ぬ

いた。

そして、同
おな

じ座
ざ

蒲
ぶ

団
とん

の布
ぬの

でナイフの血
ち

のりを綺
き

麗
れい

に拭
ふ

き取
と

り、元
もと

のポケットへ納
おさ

めた。彼
かれ

は、絞
し

め殺
ころ

しただけでは、

蘇
そ

生
せい

の虞
おそ

れがあると思
おも

ったのだ。つまり 昔
むかし

のとどめを刺
さ

す

という奴
やつ

だ。では、何
な

故
ぜ

最
さい

初
しょ

から刃
は

物
もの

を使
し

用
よう

しなかったか

というと、そうしてはひょっとして自
じ

分
ぶん

の着
き

物
もの

に血
ち

潮
しお

がか

かるかも知
し

れないことを虞
おそ

れたのだ。

認定老婦完全斷氣後，蕗屋將屍體放平，盯着屏風的刮

痕，若有所思地瞧了一會兒。不過，仔細想想，完全無須擔

憂。這點破損根本不可能被當作甚麼證據。於是，他走到客

廳，連根帶土將花盆裡的松樹整個兒拽了起來。果然不出所

料，花盆底部有個用油紙包裹好的物件。蕗屋沉住氣，打開

了包裹，從右側口袋掏出一個簇新的大皮夾子，將包裹裡約

一半的紙幣（足足有五千日元）放入其中後，又把皮夾塞回口

袋裡。接着，再把剩餘的紙幣用油紙跟之前一樣包好後隱藏

於花盆底部。不用說，這是為了隱瞞將錢財盜走的事實。老

婦藏錢的金額除其自身之外，無人知曉。又有誰會意識到如

今只剩下一半了呢。

完成上述這些事情之後，蕗屋將近旁的坐墊團起，抵在

老太婆的胸口（為了防止血沫四散飛濺），從左側口袋中摸出

一把摺刀，拉開刀刃，對着心臟深深一刀扎下去，再用力一

剜後將刀拔了出來。接着，用同一塊坐墊把摺刀上的血跡擦

拭乾淨後放回原來的口袋裡。蕗屋擔心僅靠掐脖子沒準兒會

留下復蘇的遺患，這也就是老早說的，所謂抽薪止沸，斬草

除根吧。那，為何不一開始便選擇用刀呢。那是因為蕗屋擔

心血沫有可能會濺到自己的衣服上。
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ここで一
ちょ

寸
っと

、彼
かれ

が紙
し

幣
へい

を入
い

れた財
さい

布
ふ

と今
いま

のジャックナイ

フについて說
せつ

明
めい

して置
お

かねばならぬ。彼
かれ

は、それらを、こ

の目
もく

的
てき

丈
だ

けに使
つか

う為
ため

に、ある縁
えん

日
にち

の露
ろ

店
てん

で買
かい

求
もと

めたのだ。

彼
かれ

はその縁
えん

日
にち

の 最
もっと

も 賑
にぎわ

う時
じ

分
ぶん

を見
み

計
はか

らって、 最
もっと

も 客
きゃく

の

込
こ

んでいる店
みせ

を選
えら

び、 正
しょう

札
ふだ

通
どお

りの小
こ

銭
ぜに

を投
なげ

出
だ

して、品
しな

物
もの

を

取
と

ると、 商
しょう

人
にん

は勿
もち

論
ろん

、沢
たく

山
さん

の 客
きゃく

達
たち

も、彼
かれ

の顔
かお

を記
き

憶
おく

する

暇
ひま

がなかった程
ほど

、非
ひ

常
じょう

に素
す

早
ばや

く 姿
すがた

を晦
くら

ました。そして、

この品
しな

物
もの

は 両
りょう

方
ほう

とも、極
ご

くありふれた何
なん

の目
め

印
じるし

もあり得
え

ない様
よう

なものだった。

さて、蕗
ふき

屋
や

は、 十
じゅう

分
ぶん

注
ちゅう

意
い

して少
すこ

しも手
て

掛
がか

りが残
のこ

ってい

ないのを 確
たしか

めた後
あと

、 襖
ふすま

のしまりも忘
わす

れないでゆっくりと

玄
げんかん

関へ出
で

て来
き

た。彼
かれ

はそこで靴
くつ

の紐
ひも

を締
し

めながら、足
あしあと

跡の

ことを 考
かんが

えて見
み

た。だが、その点
てん

は更
さ

らに心
しんぱい

配がなかっ

た。玄
げんかん

関の土
ど  ま

間は堅
かた

い漆
しっ

喰
くい

だし、 表
おもて

の通
とお

りは天
てん

気
き

続
つづ

きでカ

ラカラに乾
かわ

いていた。あとには、もう格
こう

子
し

戸
ど

を開
あ

けて 表
おもて

へ

出
で

ることが残
のこ

っているばかりだ。だが、ここでしくじる様
よう

なことがあっては、凡
すべ

ての苦
く

心
しん

が水
みず

の泡
あわ

だ。彼
かれ

はじっと耳
みみ

を澄
すま

して、辛
しん

抱
ぼう

強
つよ

く 表
おもて

通
どお

りの跫
あし

音
おと

を聞
き

こうとした。……し

んとして何
なん

の気
け

はいもない。どこかの内
うち

で琴
こと

を弾
だん

じる音
おと

が

コロリンシャンと至
し

極
ごく

のどかに聞
きこ

えているばかりだ。彼
かれ

は

思
おも

い切
き

って、静
しず

かに格
こう

子
し

戸
ど

を開
あ

けた。そして、何
なに

気
げ

なく、

今
いま

暇
いとま

をつげたお客
きゃくさま

様だという様
よう

な顔
かお

をして、往
おうらい

来へ出
で

た。

案
あん

の 定
じょう

そこには人
ひとかげ

影もなかった。

その一
いっ

劃
かく

はどの通
とお

りも淋
さび

しい屋
や

敷
しき

町
まち

だった。老
ろう

婆
ば

の家
いえ

か

這裡必須對他放入紙幣的皮夾和摺刀稍作解釋。兩樣東

西正是為了這次的謀殺，在某次廟會的攤子上買的。蕗屋瞅

準那次廟會最熱鬧的當口，挑了家生意最興隆、顧客最擁擠

的攤子，按所示的價格丟下幾個錢，抓了東西扭頭就走。攤

主自不用說，還有那麼多顧客，根本沒有時間去記住他的長

相。而且，這兩樣東西均極為平常，不帶有任何顯著的標識。

蕗屋再仔細地檢查了一遍，確保未留下任何線索後，慢

慢走出了房門。臨走沒忘記將紙拉門關好。他在門口一面

繫鞋帶，一面琢磨着腳印的問題。不過，這點更無須擔憂。

進門脫鞋的地方是用堅硬的灰泥鋪製的，且一連多日天氣晴

好，宅子前面的道路也很乾燥。現在，只剩下拉開格子門走

出宅子這一件事了。然而，要是這環節出了甚麼岔子，則所

有苦心均前功盡棄。他一動不動，竪起耳朵仔細聽辨宅子前

面道路上的跫跫足音……街上寂靜非常，並無任何動靜。只

聽得不知何處宅院傳來錚錚琴音，悠揚至極。蕗屋橫下心來，

悄然無聲地將格子門拉開。若無其事地，以剛告辭的客人般

的神態，走到街上。果然，街面空空蕩蕩，人影皆無。

這附近無論哪條街都是僻靜的街鎮。距離老婦家四五百
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ら四
し

五
ご

町
ちょう

隔
へだ

った 所
ところ

に、何
なに

かの 社
やしろ

の古
ふる

い石
いし

垣
がき

が、往
おう

来
らい

に面
めん

してずっと続
つづ

いていた。蕗
ふき

屋
や

は、誰
だれ

も見
み

ていないのを 確
たしか

め

た上
うえ

、そこの石
いし

垣
がき

の隙
すき

間
ま

から 兇
きょう

器
き

のジャックナイフと血
ち

の

ついた手
て

袋
ぶくろ

とを落
おと

し込
こ

んだ。そして、いつも散
さん

歩
ぽ

の時
とき

には

立
たち

寄
よ

ることにしていた、附
ふ

近
きん

の小
ちい

さい公
こうえん

園を目
め

ざしてブラ

ブラと歩
ある

いて行
い

った。彼
かれ

は公
こうえん

園のベンチに腰
こし

をかけ、子
こ

供
ども

達
たち

がブランコに乗
の

って遊
あそ

んでいるのを、如
い

何
か

にも長
の ど か

閑な顔
かお

をして眺
なが

めながら、長
なが

い時
じ

間
かん

を過
すご

した。

帰
かえ

りがけに、彼
かれ

は警
けい

察
さつ

署
しょ

へ立
たち

寄
よ

った。そして、

「今
いま

し方
がた

、この財
さい

布
ふ

を拾
ひろ

ったのです。大
だい

分
ぶ

沢
たく

山
さん

入
はい

っている

様
よう

ですから、お届
とど

けします」

と云
い

い乍
なが

ら、例
れい

の財
さい

布
ふ

をさし出
だ

した。彼
かれ

は 巡
じゅん

査
さ

の質
しつもん

問に

答
こた

えて、拾
ひろ

った場
ば

所
しょ

と時
じ

間
かん

と（勿
もち

論
ろん

それは可
か

能
のう

性
せい

のある出
で

鱈
たら

目
め

なのだ）自
じ

分
ぶん

の 住
じゅう

所
しょ

姓
せい

名
めい

と（これはほんとうの）を答
こた

え

た。そして、印
いんさつ

刷した紙
かみ

に彼
かれ

の姓
せい

名
めい

や金
きん

額
がく

などを書
か

き入
い

れ

た受
うけ

取
とり

証
しょう

見
み

たいなものを貰
もら

った。なる程
ほど

、これは非
ひ

常
じょう

に

迂
う

遠
えん

な方
ほう

法
ほう

には相
そう

違
い

ない。併
しか

し安
あん

全
ぜん

という点
てん

では最
さい

上
じょう

だ。

老
ろう

婆
ば

の金
かね

は（半
はんぶん

分になったことは誰
だれ

も知
し

らない）ちゃんと元
もと

の場
ば

所
しょ

にあるのだから、この財
さい

布
ふ

の遺
い

失
しつ

主
ぬし

は絶
ぜっ

対
たい

に出
で

る筈
はず

がない。一
いち

年
ねん

の後
のち

には間
ま

違
ちがい

なく蕗
ふき

屋
や

の手
て

に落
お

ちるのだ。そ

して、誰
だれ

憚
はばか

らず大
おお

びらに使
つか

えるのだ。彼
かれ

は 考
かんが

え抜
ぬ

いた揚
あげ

句
く

この手
しゅだん

段を採
と

った。若
も

しこれをどこかへ隠
かく

して置
お

くとす

るか、どうした偶
ぐう

然
ぜん

から他
た

人
にん

に横
よこ

取
ど

りされまいものでもな

い。自
じ

分
ぶん

で持
も

っているか、それはもう 考
かんが

えるまでもなく危
き

米的地方，有座不知名的神社。陳舊的石牆朝着街面向前延

伸。蕗屋確信沒有任何目擊者後，將兇器摺刀和沾血的手套

丟進了石牆的縫隙中。接着，朝着平日裡散步時經常路過的、

附近的小公園緩步走去。他在公園的長凳上落座後，瞅着孩

童在鞦韆上嬉戲玩耍。蕗屋讓自己的神態顯得安詳閒適，在

那裡消磨了相當長的一段時間。

回去的路上，他順道去了趟警署。

「方才撿到個皮夾。看上去裡面錢不少，所以呢，還是應

該交由警察來處理。」

蕗屋邊說邊把之前的皮夾遞了過去。對巡警的詢問一一

作答，撿到皮夾的地點和時間（當然都是些編出來的、但有

可能發生的瞎話）以及自己的姓名住址（這些則是真的）。接

着，蕗屋領取了填有他姓名、金額等，打印好的、類似於收

條的回執。這無疑是蕗屋的迂迴策略，不過，的確也找不出

比這更安全的方法了。老婦的錢財（無人知曉已然只剩一半

了）還在原來的地方，再者皮夾的失主是絕然不會出現的。

一年之後，這皮夾毫無疑問將成為蕗屋的囊中之物。接下來，

就再也不用提心吊膽，可以光明正大地花這筆錢了。蕗屋思

來想去，結果選擇了這樣的方式。如果將這筆錢藏匿在某處，

很有可能會出現某種偶然，而被別人奪去。如果自己持有，

想都不用想肯定是相當危險的。不光如此，萬一老婦記錄下

了紙幣的號碼呢，若用此法則根本無須擔驚受怕了（不過有
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険
けん

なことだ。のみならず、この方
ほうほう

法によれば、万
まん

一
いち

老
ろう

婆
ば

が

紙
し

幣
へい

の番
ばんごう

号を控
ひか

えていたとしても少
すこ

しも心
しんぱい

配がないのだ。

（ 尤
もっと

もこの点
てん

は出
で

来
き

る丈
だ

け探
さぐ

って、大
だい

体
たい

安
あん

心
しん

はしていたけ

れど）

「まさか、自
じ

分
ぶん

の盗
ぬす

んだ品
しな

物
もの

を警
けい

察
さつ

へ届
とど

ける奴
やつ

があろうと

は、ほんとうにお釈
しゃ

迦
か

様
さま

でも御
ご

存
ぞん

じあるまいよ」

彼
かれ

は笑
わら

いをかみ殺
ころ

しながら、 心
こころ

の中
なか

で 呟
つぶや

いた。

翌
よくじつ

日、蕗
ふき

屋
や

は、下
げ

宿
しゅく

の一
いっしつ

室で、常
つね

と変
かわ

らぬ安
あん

眠
みん

から目
め

覚
ざ

めると、欠
あ く び

伸をしながら、 枕
まくら

許
もと

に配
はい

達
たつ

されていた新
しん

聞
ぶん

を拡
ひろ

げて、社
しゃ

会
かい

面
めん

を見
み

渡
わた

した。彼
かれ

はそこに意
い

外
がい

な事
じ

実
じつ

を発
はっけん

見し

て一
ちょっと

寸 驚
おどろ

いた。だが、それは、決
けっ

して心
しんぱい

配する様
よう

な事
ことがら

柄で

はなく、却
かえ

って彼
かれ

の為
ため

には予
よ き

期しない仕
し

合
あわ

せだった。とい

うのは、友
ゆうじん

人の斎
さい

藤
とう

が嫌
けん

疑
ぎ

者
しゃ

として挙
あ

げられたのだ。嫌
けん

疑
ぎ

を受
う

けた理
り

由
ゆう

は、彼
かれ

が身
み

分
ぶん

不
ふ

相
そう

応
おう

の大
たい

金
きん

を所
しょ

持
じ

していたか

らだと記
しる

してある。

「俺
おれ

は斎
さいとう

藤の 最
もっと

も親
した

しい友
ともだち

達なのだから、ここで警
けいさつ

察へ

出
しゅっとう

頭して、色
いろ

々
いろ

問
と

い訊
ただ

すのが自
し

然
ぜん

だな」

蕗屋
や

は早
さっ

速
そく

着
き

物
もの

を着
き

換
が

えると、遽
あわ

てて警
けいさつしょ

察署へ出
で

掛
か

けた。

それは彼
かれ

が昨
き の う

日財
さい

布
ふ

を届
とど

けたのと同
おな

じ役
やくしょ

所だ。何
な

故
ぜ

財
さい

布
ふ

を

届
とど

けるのを管
かんかつ

轄の違
ちが

う警
けいさつ

察にしなかったか。いや、それと

ても亦
また

、彼
かれ

一
いち

流
りゅう

の無
む

技
ぎ

巧
こう

主
しゅ

義
ぎ

で態
わざ

としたことなのだ。彼
かれ

は、過
か

不
ぶ

足
そく

のない程
てい

度
ど

に心
しん

配
ぱい

相
そう

な顔
かお

をして、斎
さいとう

藤に逢
あ

わせ

て呉
く

れと頼
たの

んだ。併
しか

し、それは予
よ

期
き

した通
とお

り許
ゆる

されなかっ

た。そこで、彼
かれ

は、斎
さいとう

藤が嫌
けん

疑
ぎ

を受
う

けた訳
わけ

を色
いろいろ

々と問
と

い訊
ただ

關是否記錄下紙幣號碼這點，蕗屋盡可能地打探過一番，基

本還是無須擔憂的）。

「竟然有人會把自己偷來的東西交給警察，這恐怕連如來

佛祖都想不到。」

蕗屋強忍住竊喜，在心中自言自語道。

第二天，蕗屋在租住的房間裡，與平時一樣從熟睡中醒

來，打着哈欠，攤開枕邊送來的報紙，瀏覽着社會新聞，卻

被一條意外的消息震了一下。不過，這倒並非是讓他擔憂的

消息，反而帶給他意想不到的驚喜。報道稱，好友齋藤被當

作嫌疑犯抓了起來。其理由是，他持有與其身份不符的大筆

財產。

「作為齋藤最為親密的好友，去警署跑一趟，探聽下各種

情況會顯得比較自然。」

蕗屋趕緊換上和服，匆匆忙忙跑去了警署。與昨天上交

皮夾的地方是同一處。那為何不選擇轄區內其他警署去上交

皮夾呢？這其實又是蕗屋秉承其獨到的非技巧主義而有意為

之的。他恰如其分地裝出一副看起來頗為擔憂的神色，請求

與齋藤會面。然而，如同預想的一般，要求未被准許。於是，

他跟警察打探起齋藤被當作嫌犯的原因來，並大致了解了事

情的原委。


